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■シンポジウム 代表オーガナイザーおよびトピックス情報

第28回日本MRS年次大会
テーマ：循環型社会のためのマテリアルズイノベーション

【開催趣旨】
本大会では、経済・産業の持続的な成長と地球環境問題をグローバルな視点から両立させる革新的な先進材料を創出するため、新規材

料の創製、新規プロセス、新規機能の探索に関する分野融合的なテーマについて討論します。多様な材料の専門家が領域・分野融合的な
材料研究に関する情報・技術交換を行ないながら、日本発のマ テリアルズイノベーションにつなげることを目指します。今回は、特別シンポ
ジウムとして、全国高専社会実装材料研究シンポジウム（高専シンポジウム）も開催します。高専機構のグローバル化が推進される中、日本
MRSも「創造性のある実践的技術者」育成の中核を担う高専機構との連携についても討論します。

主催：日本MRS
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【会場】北九州国際会議場 西日本総合展示場 (http://convention-a.jp/) 〒802-0001北九州市小倉北区浅野3-9-30

【開催日】2018年12月18日(火)～20日(木)

【重要期日】
講演申込締切 2018年9月5日
参加登録開始（講演者/聴講者）2018年9月5日
受理通知（My Pageに表示）2018年10月10日
早期参加登録締切 2018年10月31日
参加登録締切 2018年11月20日
アブストラクトHP掲載 2018年12月5日

【シンポジウム区分】一般シンポジウム、国際シンポジウム、高専シンポジウム 日本MRS

http://convention-a.jp/
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